
火災を起こさないと心に誓い、
春季防災訓練を実施

勝
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
会
長
　
中
村
敬
治
さ
ん
）

で
は
、
4
月
２２
日
に
会
員
と
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
２３
名

が
長
尾
山
総
合
公
園
「
か
つ
や
ま
恐
竜
の
森
」
の
ス
テ
ゴ

サ
ウ
ル
ス
休
憩
所
付
近
で
、
小
雨
が
降
る
中
、
ブ
ナ
の
苗

木
１
0
0
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
が
平
成
２３
年
に
創
立
５０
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
約
9
5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
、

平
成
２２
年
ま
で
毎
年
植
樹
を
し
な
が
ら
計
１
2
0
0
本
の

植
樹
を
す
る
こ
と
で
創
立
５０
周
年
の
記
念
に
す
る
も
の

で
、
以
前
か
ら
他
の
団
体
と
も
手
を
組
み
な
が
ら
植
樹
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
来
園
者
に
自
然
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
、
環
境
浄
化
と
美
化
を
図
り
、
人
と
環
境
に
や
さ
し

い
公
園
・
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
、
ブ
ナ
林
で
癒
し
の
空

間
を
創
り
出
す
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

中
村
会
長
は
、「
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
一
人
ひ
と
り

が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
ほ
し
い
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
も
、
各
種

団
体
と
連
携

し
て
環
境
問

題
に
取
り
組

み
た
い
」
と

今
後
の
抱
負

に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。

創
立
50
周
年
記
念
に
向
け
て
、

か
つ
や
ま
恐
竜
の
森
に
ブ
ナ
林
を

園
児
ら
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
、
桜
が

散
り
始
め
た
長
山
公
園
の
最
終
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
走
る
消
防
団
員

明治29年4月13日に、勝山旧町内で死者5人、負傷者

32人、1120戸余りが全焼する大火災が発生。勝山では、

後世に教訓として残していくために、毎年4月13日に春季

消防訓練を実施し、毎月13日を「市民防火の日」として、

消防署では夜回りをしています。

今年は、昭和町2、3丁目一帯で、春のフェーン現象下に

火災が発生し、折からの強風で山林へも延焼したとの想定に

より消防訓練が行われ、防災ヘリコプターも出動するなど本

番さながらの訓練が、消防団員のきびきびとした動作のもと

実施されました。

また、訓練終了後には、勝山市の無形民俗文化財に指定さ

れている伝統行事「走りやんこ」がお茶所橋前を出発点とし

て開催されました。市内消防団12分団が2組各6チームに

分かれ、纏
まとい

をリレーしながら15区間2.6キロで健脚を競い

ました。沿道では、市民や市内園児らの応援を受けながら、

消防団員は勇ましい姿で走り抜けていきました。

旧機業場移設工事安全祈願祭
4月19日、来年2月までに約2億2,200万円をかけ

施工される勝山市旧機業場建設工事の安全祈願祭が、建

設協議会により行われ、勝山市や工事関係者ら約40人

が参列しました。この工事で、旧機業場は南側へ約30

ｍ移設され、改修工事や耐震補強などが行われます。ま

た、工事期間中の見学会や、建設工事に合わせたイベン

ト開催などの企画を予定しています。

山岸市長は、あいさつで「勝山の発展の礎となった繊

維産業の歴史を語り伝え、勝山の自信にしたい。そして、

旧機業場を、市民相互ならびに観光客との交流の施設、

勝山の観光の起点となる施設、勝山市の繊維産業の歴史

が分かる施設を目指し、市民から親しまれる施設として

活用したい」と述べました。

勝山市旧機業場活用検討委員会では、１階を「ウェル

カムゾーン」として市民や来訪者が気軽に利用できる空

間とし、旬の勝山やエコミュージアムの成果などの情報

発信をし、2階「ミュージアムゾーン」では繊維産業の

歴史を知るための展示などを行う計画案を採用し、今後

さらに詳細を詰めていきます。

地面を清め祓い、今後の安全を祈願する
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みんなで力を合わせて、ブナの苗木を植える

効
率
化
を
目
的
と
し
て
従
来
の
6
つ

の
土
地
改
良
区
を
１
つ
に
ま
と
め
よ
う

と
、
平
成
１５
年
に
「
勝
山
市
土
地
改
良

区
統
合
整
備
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
委
員
長
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
牧
下

信
芳
さ
ん
は
、
賦
課
金
な
ど
幾
つ
も
の

難
題
を
乗
り
越
え
て
統
合
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
約
２５
年
の
長
き
に
わ

た
り
土
地
改
良
区
の
役
員
を
務
め
ら
れ

た
功
績
も
合
わ
せ
、
昨
年
2
月
に
県
政

功
労
賞
を
、
１１
月
に
土
地
改
良
功
労
者

と
し
て
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
皇
居

の
春
秋
の
間
で
天
皇
陛
下
に
拝
謁
の
栄

を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
の
4

月
２６
日
に
赤
坂
御
苑
で
催
さ
れ
た
園
遊

会
に
宮
内
庁
長
官
か
ら
招
待
を
受
け
、

出
席
さ
れ
た
約
2
0
0
0
人
の
各
界
の

著
名
人
と
と
も
に
御
苑
の
散
歩
道
に
立

ち
、
天
皇
・
皇
后
、
両
陛
下
を
は
じ
め

皇
族
の
各
殿
下
の
お
姿
を
拝
見
さ
れ
ま

し
た
。

牧
下
さ
ん
は
「
前
か
ら
2
列
目
に
立

ち
ま
し
た
。
周
辺
に
は
米
軍
司
令
官
や

大
使
館
の
か
た
が
多
数
お
ら
れ
ま
し

た
。
前
日
の
悪
天
候
か
ら
一
時
的
に
好

天
に
恵
ま
れ
、
天
皇
陛
下
を
間
近
に
拝

見
で
き
、
感
慨
無
量
の
思
い
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
変

貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
私

を
支
え
て
く
れ
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
で
す
。
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
出
席
さ
れ
た

感
想
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

園
遊
会
に
参
列
で
き
感
謝
　

勝
山
市
土
地
改
良
区
理
事
長

牧

下

信

芳
さ
ん
（
７８
）
＝
平
泉
寺
町
平
泉
寺
＝

県
大
会
目
指
し
て
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

勝
山
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

キ
ャ
プ
テ
ン
川
端
俊
樹
さ
ん
（
村
岡
小
6
年
）

を
中
心
に
8
人
が
一
丸
と
な
り
練
習
に
励
む

「
勝
山
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

を
訪
ね
ま
し
た
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
球
が
恐
く

て
逃
げ
回
っ
て
い
た
川
端
さ
ん
が
球
に
慣
れ
よ

う
と
始
め
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
成
長
し
、
今
で

は
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
ま
で
に
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
魅
力
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
コ
ー
ト
が
広

い
上
に
、
球
が
小
さ
い
の
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

と
て
も
大
切
で
す
。
ア
タ
ッ
ク
が
決
ま
っ
た
瞬

間
は
、
床
が
バ
ン
と
音
を
た
て
て
気
分
が
最
高
。」

と
の
こ
と
で
し
た
。

同
少
年
団
の
練
習
は
、
毎
週
水
曜
と
土
曜
の

2
回
。
2
時
間
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
柔
軟
体
操
な

ど
の
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
、
ペ
ア
を
組
ん

で
ト
ス
や
レ
シ
ー
ブ
の
練
習
を
し
た
後
、
コ
ー

ト
に
入
っ
て
試
合
に
向
け
た
実
践
練
習
を
こ
な

し
ま
す
。

山
端
豊
蔵
監
督
は
、「
県
大
会
に
出
場
す
る
力

は
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
さ
ら
に
レ
シ
ー
ブ
を

確
実
に
し
て
セ
ッ
タ
ー
か
ら
ア
タ
ッ
カ
ー
へ
と

つ
な
げ
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
ボ
ー
ル

を
何
が
何
で
も
相
手
コ
ー
ト
に
返
す
ん
だ
と
い

う
強
い
気
持
ち
を
選
手
み
ん
な
が
持
て
れ
ば
、

県
大
会
で
ベ
ス
ト
4
以
上
の
結
果
も
期
待
で
き

ま
す
。」
と
チ
ー
ム
を
紹
介
。
現
在
8
名
の
メ
ン

バ
ー
の
う
ち
6
年
生
が
3
名
。
来
年
以
降
の
チ

ー
ム
づ
く
り
が
心
配
な
た
め
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

に
汗
と
喜
び
を
感
じ
た
い
小
学
生
の
か
た
は
ぜ

ひ
入
団
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
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